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大和市規則第３７号 

大和市下鶴間ふるさと館条例施行規則 

（趣旨） 

第１条 この規則は、大和市下鶴間ふるさと館条例（平成１７年大和市条例第４６号。以下「条例」

という。）第１５条の規定に基づき、条例の施行に関し必要な事項を定めるものとする。 

（使用の申請） 

第２条 条例第４条第１項の使用承認を受けようとするものは、下鶴間ふるさと館使用承認申請書

を市長に提出しなければならない。 

２ 前項の下鶴間ふるさと館使用承認申請書の受付期間は、使用日の３月前から前日までとする。

ただし、国若しくは地方公共団体の主催事業又は施設の設置目的に沿った事業のために使用する

ときは、この限りでない。 

（使用の承認） 

第３条 使用承認をするときは、下鶴間ふるさと館使用承認書を交付するものとする。 

（設備の変更禁止） 

第４条 使用者は、施設等に特別な設備を設け、又は変更を加えてはならない。ただし、あらかじ

め市長の承認を受けた場合は、この限りでない。 

（使用の取消又は変更） 

第５条 使用者が第２条第１項に規定する使用申請を取り消し、又は変更しようとするときは、使

用日の前日までに、下鶴間ふるさと館使用取消（変更）届を市長に提出しなければならない。 

（使用料の減免） 

第６条 条例第１３条の規定により観覧料及び母屋使用料を減免する使用内容及び当該使用内容に

おける減免額は、別表第１のとおりとする。 

２ 観覧料及び母屋使用料の減免を受けようとする者は、下鶴間ふるさと館使用料減免申請書によ

り申請しなければならない。ただし、国又は地方公共団体が主催する事業等に使用する場合にあ

っては、当該申請を省略することができる。 

（使用料の還付） 



 

第７条 条例第１４条ただし書の規定による使用料の還付は、次に掲げる場合に行うものとする。 

(1) 災害その他使用者の責によらない理由により使用できなくなったとき。 

(2) その他市長が特別の理由があると認めるとき。 

２ 使用料の還付を受けようとする者は、下鶴間ふるさと館使用料還付申請書を提出しなければな

らない。 

（入館者等の遵守事項） 

第８条 入館者又は使用者は、次に掲げる事項を守らなければならない。 

(1) 下鶴間ふるさと館の施設、設備、資料等を損傷し、又は汚損しないこと。 

(2) 定められた場所以外で火気の使用又は喫煙をしないこと。 

(3) 定められた場所以外で飲食しないこと。 

(4) 騒音、怒声等を発し、又は暴力を用いる等他人に迷惑を及ぼす行為をしないこと。 

(5) 係員の指示に従うこと。 

(6) 前各号に掲げるもののほか、管理運営上支障がある行為をしないこと。 

（様式） 

第９条 この規則の規定により使用する様式は、別表第２に掲げるとおりとし、その内容は別に定

める。 

（委任） 

第１０条 この規則に定めるもののほか必要な事項は、市長が別に定める。 

附 則 

この規則は、平成３１年４月１日から施行する。 

 



 

別表第１（第６条関係） 

１ 観覧料関係 

使用内容 減免額 

学校教育法（昭和２２年法律第２６号）に規定する学校が行う教育課

程として使用するとき。 

全額 

その他市長が特に必要と認めるとき。 市長が必要と認める額

２ 母屋使用料関係 

使用内容 減免額 

(1) 本市が主催し、又は共催する事業等に使用するとき。 全額 

(2) 周辺地域の公共的団体等が施設の設置目的に沿った事業等に使用

するとき。 

全額 

(3) 国又は他の地方公共団体が主催する事業等に使用するとき。 ２分の１の額 

(4) 社会福祉法（昭和２６年法律第４５号）第２２条に規定する社会

福祉法人並びに本市が出資する一般社団法人及び一般財団法人が施

設の設置目的に沿った事業等に使用するとき（第２号に掲げる公共

的団体等を除く。）。 

２分の１の額 

(5) その他市長が施設の設置目的に沿った使用であると認めるとき。 ２分の１の額 



 

別表第２（第９条関係） 

様式番号 様式の名称 関係条文 

第１号様式 下鶴間ふるさと館使用承認申請書 第２条 

第２号様式 下鶴間ふるさと館使用承認書 第３条 

第３号様式 下鶴間ふるさと館使用取消（変更）届 第５条 

第４号様式 下鶴間ふるさと館使用料減免申請書 第６条 

第５号様式 下鶴間ふるさと館使用料還付申請書 第７条 

 


